
ヘルスケアを拓くアートの可能性

参加のお申し込みには、以下の2点が必要です。
　1 参加申し込みフォームに入力
　2 参加費振込み

　step 1 参加申し込みフォームに入力
 参加申し込みフォームに必要事項をすべて記入してご登録ください。
 https://qr1.jp/htzdnz

　step 2 参加費振込み
 参加費を下記の銀行口座へお振り込みください。 *振込期限 2023年10/31(火)

 参加費 *学生の方は複数で申し込むことが可能です。事務局にご連絡ください。
 会員3,000円　非会員4,000円　大学院生1,000円　学生500円

 振込先

 　三菱UFJ銀行 東京女子医大出張所
 　(普通)0065634
 　東京女子医科大学看護学会学術集会 大会長 青木 雅子

 *口座名義は参加者ご自身の氏名を入力のうえお振り込みください。　*振込手数料はご負担願います。
 *お振り込み後の参加費は、不参加の場合も返金いたしません。あらかじめご了承ください。
 *領収書が必要な方は、学術集会webサイトよりPDFをダウンロードしてください。

◆一般演題申込み方法（口演発表）
　期間 2023年3/15(水)~6/30(金)　詳細は学術集会webサイトに順次アップしていきます。

 東京女子医科大学第19回学術集会事務局
 学術集会webサイト https://nrctwmu.jp/meeting/date/2023
 お問い合わせ(メール) nrc-19.cd@twmu.ac.jp

大会長/青木 雅子 (東京女子医科大学看護学部)

保健医療福祉教育におけるIT化は進歩の一途を続け時間と場所の壁は無くなり、メタバースの中で討議も課題解決も図る
ことが可能になってきました。AIの活躍も欠かせない時代になり、状況によってはリアルな人間から離れる場合もあります。一
方でヘルスケア実践者は人間社会の中で、人間を対象として対象者にとっての最善を考え抜きながら実現しています。そこ
では「知識・技術、そして感性と人間性」を伴った「アート」が求められており、対象者のビジョンに向けて、あるいは苦痛や不
安を最小限にするために、また健康回復や増進のために、「アート」をサイエンスに組み込みながら実践しています。このよう
に、アートは多様で深い意味をもつことからヘルスケアへの適応や対象者の力を引き出す支援も無限に存在するといえます。
そこで第19回学術集会ではアートをヘルスケアの中で実践する実践家として、アートへの期待やアートのもつ可能性とその発展
に向けて、またアートの視点から、看護の対象になる方 の々「最善」を考えていきます。みなさまのご参加をお待ちしています。

東京女子医科大学看護学会 第19回学術集会
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